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1．総論   

（1）第1子出産前後の女性の就業状況の変化  

○母の出産1年前の就業状況別にみた現在の就業状況（きょうだい数1人（本   

人のみ）の場合）（n＝22，91■4）  
有職73．5％  

■ホ職   

口勤め（常勤）   

8勤め（パートア   

ルバイト）  

臼自営業等   
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出産半年後  

出産1年前の有  

職者の出産半年  
後の就業状況  
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有職32，2％   

出典：厚生労働省「第1回21世紀出生児縦断調査結果」（平成14年）  



○子どもの出生年別、第1子出産前後の就業経歴の構成の推移  

tその他・不詳   

口妊娠前から無職   

日出産退職   

B就業継続（育休なし）  

臼就業継続（育休利用）  

妻
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成
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子どもの出生年  

注）1歳以上の子を持つ初婚どうし夫婦について、第12～第13回調査を合わせて集計。  

出産前後の就業経歴  

就業継続（育休利用） 一 策1子妊娠前就業～育児休業取得～第1子1歳時就業  

就業継続（育休なし） 一 貫1子妊娠前就業～育児休業取得なし一策1子1歳時就業  

出産退職  一 幕1子妊娠前就業～第1子1歳時無職  

妊娠前から兼職  一 幕1子妊娠前無職～第1子1歳時無職   

出典：国立社会保障・人口問題研究所「第13回出生動向基本調査」（平成17年）  

（2）育児休業取得率の推移  

○出産者耳は配偶者が出産した者に占める育児休業取得者の割合（事業所規模   

5人以上）  

（単位：％）  
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出典：厚生労働省「女性雇用管理基本調査」（平成17年）   



（3）女性が仕事をやめた理由t両立が難しかった具体的理由  

O「出産1年前には雇用者で現在は無職」で就学前の子どもがいる女性が仕事を   

やめた理由（n＝517）  

特にない．2．3  

家事一育児に  

専念するため  

自発的にやめ   

た．52．0   

注）調査対象は「出産1年前時点で雇用者として勤務していた現在無職の女性で就学前の子ども  

がいる者」  

出典：日本労働研究機構「育児や介護と仕事の両立に関する調査」（平成15年）   



O「仕事を続けたかったが仕事と育児の両立の難しさでやめた」と回答した者の   

両立が難しかった具体的理由（n＝125）  

（単位：％）  

自分の体力がもたなそうだった（もたなかった）  

育児休業を取れそうもなかった（取れなかった）   

保育園等の開所時間と勤務時間が合いそうになかった（合  

わなかった）  

子どもの病気等で度々休まざるを得ないため  

保育園等に子どもを預けられそうもなかった（預lナられなかっ  

た）  

つわりや産後の不調など妊娠・出産に伴う体調不良のため  

会社に育児休業制度がなかった  

育児に対する配慮や理解のない職場だった  

家族がやめることを希望した  

その他  

0．0 10．0  20．0  30．0  40．0  50．0  60．0   

注）調査対象は「出産1年前時点で雇用者として勤務していた現在無職の女性で就学前の子ども  

がいる者」   

出典：日本労働研究機構「育児や介護と仕事の両立に関する調査」（平成15年）  

（4）育児休業制度の有無・認知の有無と就業継続  

○第一子妊娠・出産時の育児休業制度の有無別・退職／継続就業選択   

制度あった（n＝451）  

制度なかった（n＝333）  

知らない（n＝240）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■妊娠がわかった時点でやめた□出産前にやめた日出産後に復職せずにやめた田やめなかった  

出典：労働政策研究・研修機構「仕事と育児の両立支援一企業■家庭一地域の連携を－」（平成1  

8年）  
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（5）仕事と育児の両立を支援する取組や制度利用の影響  

○仕事と育児の両立を支援する取組が、企業業績に与えるプラス面（N＝2，00   

6）  
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（注） 「Yahoo”リサーチモニター」から抽出し、2，543企業（従業員規模別では、0～  

・20人が1，529社、21～50人が282社、51～100人が163社、101～  

300人が233社、301～1000人が154社、1001人以上が182社となっ  

ている。）中、仕事と育児両立支援取組実施の企業業績への影響について「企業の業績に  

は関係しない」と回答した企業を除いた2，006企業が回答。   

出典：（株）富士通総研「中小企業の両立支援に関する企業調査」（「中小企業白書」（平成18年）  

に掲載）  
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O「育児休業制度」「短時間勤務制度」   

＝764）  

の利用による職場への影響（複数回答N  

（単位：％）  

仕事の進め方について職場内で見直すきっかけとなった  

両立支援策に対する各人の理解が深まった  

利用者の仕事を引き継いだ人の能力が高まった  

特に影響・効果はなかった  

各人が自分のライフスタイルや働き方を見直すきっかけに  
なった  

各人が仕事に効率的に取り組むようになった  

職場のマネジメントが難しかった  

職場の結束が強まった  

職場で社員の間に不公平感が生じた  

会社や職場に対する各人の愛情や借頼が深くなった   

休業中の子育て経験により利用者が仕事の能力を嵩めた  

利用者の職場での評価が低くなった  

職場全体の生産性が上がった  

利用者が職場で孤立するようになった  

その他  

無回答  

0．0 5．010．15．20．25．30．35．40．45．  
0  0 0 0 0  0  0  0   

注）調査対象は、「従業員100人超企業の管理職で、過去3年間に部下が育児休業制度  

を利用した者」  

出典：内閣府男女共同参画局「管理者を対象とした両立支援策に関する意識調査」（平成17年）   



2．育児休業後も継続就業しながら子育ての時間が確保できる雇用環   

境の整備  

（1）短時間勤務等について  

○子を持つ母親の望ましい働き方についての従業員調査  

■残業のある働き方  口残業のない働き方  臼短時間勤務  
■在宅勤務（部分在宅も含む） 口育児休業  払子育てに専念  
田無回答  

l‾‾‾‾‾1  

1全体l  
し＿＿＿＿＿l  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

Al歳まで  
n＝1553  

日l歳半まで  
n＝1553  

C3歳まで  
∩＝1553   

D小学校就学前まで  
∩＝1553   

∈小学校3年生まで  
n＝1553  

F小学校卒業まで  
∩＝1553  

G中学校卒業まで  
n＝1553  

H高校卒業まで  
n＝1553  

Ⅰ短大・大学以上  
∩＝1553  

I l  

：3歳未満王   

：の子ども：   

；あり：  
l＿＿＿＿●＿＿＿l  

■残業のある働き方  田残業のない働き方  口短時間勤耗  
■在宅勤務（部分在宅も含む） ロ育児休業  日子育てに専念  
皿無回答  

0％  20％  40％  60†i  80％  100％  

Al草車で4．；  ．・ハ ：：い46．8  
n＝562  

日l歳半まで  

n＝562  

C3読まで  
∩＝562   

D小学校就学前まで  
∩＝562   

E小学校3年生まで  
n＝562   

F小学校卒業まで  
∩＝562  

G中学校卒業まで  
∩＝562  

日高校卒集まで  
∩＝562  

1短大・大学以上  
∩＝562  

21  183   

注1）調査対象は40歳以下のいわゆる正社員1553人。   
注2）1．0％以下はデータを表示していない。  

出典：ニッセイ基礎研究所「今後の仕事と家庭の両立支援に関する調査」（集計中）   



○男性が考える「子を持つ母親の望ましい働き方」について  

1歳まで  

1歳半まで  

8菰まで  

小学校銃撃前言で  

小学校8年生手で  

小芋校卒義まで  

中学校卒tまで  

ホ牧卒霊夢で  

徳夫・大学以上  

■残業のある働き方  口残業のない働き方  白短時間勤務  

■在宅勤務（部分在宅も含む） ロ育児休業  8子育てに専念  

B無回答   

注1）調査対象は、40歳以下のいわゆる正社員で、3歳未満の子を持つ男性752人。   

注2）1．0％以下はデータを表示していない。  

出典：ニッセイ基礎研究所「今後の仕事と家庭の両立支援に関する明査」（集計中）  

○女性が考える「子を持つ母親の望ましい働き方」について  

3鐘まで  

小学繊就学前手で  

小筆校3年生手で  

小学校串薫まで  

中学校卒集まで  

ホ枕串▲まで  

短大・大学以上  

■残業のある働き方  口残業のない働き方  口短時間勤務   

■在宅勤務（部分在宅も含む） 田育児休業  日子育てに専念   

田無回答   

注1）調査対象は、40歳以下のいわゆる正社員で、3歳未満の子を持つ女性801人。  

注2）1．0％以下はデータを表示していない。  

出典：ニッセイ基礎研究所「今後の仕事と家庭の両立支援に関する調査」（集計中）  
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